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厚
南
校
区
自
主
防
災

会
と
台
風
十
六
号

　
　
　
　
　
口
颪
告
羊
村
岡
　
獺
公

　
生
E
、
八
月
一
一
・
・
一
・
七
目
に
，
信
く
と
畦
は
厚
監
理
岨
自

士
・
要
金
拮
睡
式
－
」
毒
加
し
ま
L
た
．
一
」
の
会
喧
自
分
た

右
の
，
一
曲
硅
自
甘
た
ち
i
守
呂
一
冥
垂
成
宮
れ
た
も
の
で

す
、
宇
部
市
引
」
畦
厚
再
珀
国
胡
切
苗
モ
作
’
t
も
O
で
，

す
崖
ら
し
い
一
」
士
だ
と
語
昔
れ
て
い
ま
し
た
．

冨
詞
肥
理
留
れ
た
一
皇
≡
宅
蛮
く
君
田
由
，

垂
難
盟
所
ほ
ど
一
」
に
あ
苫
か
な
ど
，
地
国
垂
ホ
し
て
詳
し

い
説
明
が
苗
O
ま
L
た
．
テ
レ
ヒ
硯
一
一
一
一
－
ス
モ
は
上
く

台
屑
t
と
曲
大
雨
だ
と
曲
の
時
、
堂
曲
皿
田
硅
育
館
中
公
昆

蜻
に
理
睡
L
た
人
た
ち
晒
映
僅
甲
見
’
里
1
，
亡
け
ど
ほ
く

硅
」
れ
署
ど
の
よ
一
屋
婁
口
、
蕎
よ
一
畠
嚢
芸

曲
な
ど
害
一
冗
た
一
．
－
と
は
由
O
ま
せ
ん
で
L
た
．
あ
宙
O
な

に
も
帯
た
ず
、
人
胡
t
く
さ
ん
い
て
禾
厘
モ
一
コ
だ
と
思
い

ま
」
た
却
’
モ
田
蒔
モ
の
人
た
ち
胡
自
分
の
監
胡
水
に
コ

か
］
て
L
ま
］
て
い
嵩
の
で
は
症
い
曲
山
」
加
、
．
壷
加
冊
吉

れ
モ
一
〇
に
な
］
て
い
眉
の
で
岨
と
曲
、
土
曹
で
埋
ま
］
｝
」

，
〕
ま
「
て
い
畳
晒
曲
も
と
い
一
コ
弄
安
括
景
持
ち
卑
拝
o
て

い
壷
」
圭
婁
加
村
音
圭
せ
ん
τ
L
た
．
萎
撞
」
と
，

曲
の
一
」
と
、
た
く
さ
ん
票
宜
τ
！
据
い
で
し
；
．

　
も
」
厘
東
川
田
堪
別
切
れ
t
目
ほ
く
た
吉
晒
硅
垂
の
亡

く
註
ん
田
甜
所
抽
市
彗
弩
て
』
彗
一
」
と
害
智

て
、
卓
占
一
．
一
由
く
な
皇
O
t
．
’
〕
薯
赤
拙
あ
「
と

い
一
コ
圭
に
霊
田
上
宝
で
音
’
」
し
…
い
，
例
え
ぼ
モ
れ
胡

睡
て
い
舌
時
だ
「
た
ら
に
け
昌
一
」
と
胡
で
吉
ず
、
苦
せ
い

者
加
t
く
吉
ん
出
岳
と
い
ヨ
語
も
昔
昔
ま
L
た
．

　
四
「
田
盟
に
分
曲
れ
τ
作
ら
れ
t
地
田
の
高
宮
に
よ
］

て
邑
廿
塞
れ
t
曲
囲
信
，
と
て
も
嘉
り
中
す
彗
亡

τ
す
．
届
く
晒
鶉
畦
φ
し
高
い
所
た
「
た
「
〕
、
理
畦
蛆
所

の
厘
再
小
学
抽
も
わ
O
士
五
い
O
で
，
φ
」
安
心
τ
す
．

壇
当
の
万
t
宕
田
尭
壷
τ
も
L
も
冨
罰
皿
止
圭
1
て
け
い

輻
胡
な
邑
せ
な
く
な
’
t
ら
由
寺
o
曲
拍
毛
亡
く
昔
ん
コ

い
て
も
邑
一
コ
と
加
，
梢
曲
目
唖
苗
o
入
打
な
い
追
加
由
る

と
か
、
色
右
組
い
一
」
と
も
若
見
ら
れ
干
」
い
る
ん
だ
と
い
ヨ

一
」
と
も
わ
苗
o
ま
L
た
．

　
モ
の
撞
宙
い
す
佐
嘆
埴
届
睦
哺
、
潤
此
謂
硅
畦
，
煙

睦
咀
，
土
－
華
藍
曄
苫
季
る
」
と
胡
で
吾
宝
し
t
．

蝿
克
措
火
器
時
子
ど
も
ほ
硅
わ
せ
て
も
ら
兄
ま
せ
ん
で
L

t
．
モ
田
曲
拍
o
、
武
タ
イ
プ
症
一
鶉
に
し
ま
し
た
．
摘

火
器
＃
埋
ヨ
時
ほ
ま
す
、

「
火
宙
だ
－
・
」

止
夫
き
墓
一
；
一
日
望
す
，
次
に
、
日
閑
で
佳
呈
、

吉
君
左
も
七
加
ら
薯
な
君
切
で
、
尭
に
出
□
竜
酷
倶
L

ま
す
．
モ
L
て
、
亘
上
に
固
〇
一
」
み
、
琵
射
し
圭
史
口
．
火

由
相
一
輩
垣
皇
午
一
、
硅
く
占
雇
し
ま
す
．
地
聾
践

硅
φ
珪
措
肪
ク
一
］
プ
の
舎
宿
で
行
「
t
消
肪
学
硅
で
異
］

た
事
田
苗
る
一
雲
一
唖
さ
号
」
と
い
一
量
i
中
O
ま
L
た
．

口
度
七
田
体
饒
i
す
．
腫
庫
届
旧
、
無
告
疽
鹿
胡
立
昔
一
」

由
て
い
る
テ
ン
ト
の
中
「
止
入
O
、
通
暗
宅
通
「
τ
匡
肘
側

亜
■
O
出
看
と
い
一
，
も
の
で
す
．
一
」
れ
は
、
す
ぐ
に
出
れ
ま

し
た
．
－
益
L
，
宙
獺
的
有
害
の
煙
た
と
｛
o
い
一
君
け

に
拮
い
曲
な
い
と
思
い
ま
す
．
厘
岨
上
に
上
加
岳
畦
団
申

拝
「
て
い
葦
す
o
τ
宝
臨
借
有
害
な
煙
岳
な
君
べ
く
嘔
拍

な
い
よ
一
i
に
、
下
毛
岨
o
t
い
曲
な
い
と
い
蛙
い
「
〕
，

パ
一
■
ク
に
塙
昔
い
君
茄
も
」
れ
な
い
曲
ら
モ
す
．
重
い

す
嘩
唖
岨
苗
占
な
一
」
と
理
睡
一
乱
て
も
ら
い
ま
L
t
．
た
た

ん
で
あ
看
冨
い
す
o
ひ
ろ
け
方
に
蛙
毒
り
、
堀
田
下
o
カ

上
曇
，
小
芭
い
段
珪
加
苗
畳
所
的
封
虹
詰
な
蓑
誼
え

τ
も
白
い
…
L
た
．
．
再
い
す
串
硅
用
し
’
」
い
岳
高
れ
い
者

奮
萎
嚢
童
萎
萎

て
も
－
い
ま
L
た
．
な
か
な
曲
力
も
必
睡
τ
す
．

一
L
の
体
唖
の
睦
々
岨
色
右
な
ヨ
亭
L
、
岳
右
な
竈
を
知

　
　
余
韻
を
残
す
部
廿
霊
罐
圃
前
の
塞
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
胡
掴
．
昇
垂
」
と
に
よ

　
　
見
事
な
構
成
…
璽
悼
薗
さ

　
　
今
佳
時
宕
固
の
当
t
o
ん
晒
学
酉
加
上
苧
に
生
曲

　
年
で
，
岳
抽
に
夫
害
荘
－
柚
昔
れ
呂
だ
ろ
島
と
心
配

　
害
胡
も
た
邑
吉
れ
ま
L
し
た
O
、
夫
士
夫
た
よ
と

　
た
．
討
岡
さ
ん
O
作
晶
肚
、
圃
ま
L
た
O
，
余
醒
串
謹

　
硅
冒
毛
肪
（
亡
砲
晒
曲
誼
す
邊
曲
に
な
「
て
い
宝

　
荏
碍
左
」
と
弔
珪
壁
叢
す
．

　
「
〕
て
，
瑛
害
に
対
す
曇
－
　
一
」
里
モ
、
理
害
抽
苗

　
分
の
覇
調
垂
雪
て
い
昔
壬
葦
善
」
へ
、
ど

轟
嚢
誓
姜
に
蓼
墨
一

1
て
占
て
も
た
曲
に
屯
O
…
「
］
t
．
　
　
」
．

　
一
」
の
す
｛
硅
で
す
、
台
団
⊥
・
・
六
号
崩
尭
た
田
は
．
朝
、

宇
ど
も
会
田
連
拮
も
一
コ
で
、

　
「
避
睡
拐
所
は
小
学
抽
モ
拮
‘
て
も
い
い
で
す
．
毛
布

や
童
掛
ほ
岳
目
τ
持
1
t
拝
］
’
」
〒
さ
い
．
．
一

と
圓
ウ
て
吉
た
時
信
宙
ん
嘔
L
ま
L
た
．
語
に
聞
い
t

一
」
と
拙
身
近
に
せ
ま
O
茎
モ
い
君
O
で
す
．
モ
の
時

も
う
風
も
強
く
扁
も
た
く
芭
ん
主
コ
て
い
干
」
、
ど
o
く

邑
い
日
ど
（
な
1
t
ら
逼
醒
す
嵩
ん
だ
毛
う
，
幅
＃
一
帯

「
ヰ
」
行
o
た
ら
い
い
の
加
な
あ
、
韮
所
砲
尭
ぱ
詣
君
午

会
杢
蓋
墓
，
一
匿
t
く
嘉
塞
重
一
克

吉
し
た
、
詰
曲
式
由
目
、
山
□
士
掌
工
学
部
o
先
生
胡
、

自
＃
た
吉
田
土
曲
＃
掘
O
、
ど
一
コ
謹
輻
す
舌
の
か
荏
E

一
」
舌
か
－
寺
一
季
塙
≦
」
と
刊
夫
切
芋
‘
話
』
圭
；

れ
圭
し
た
．
ほ
く
ほ
聞
い
t
一
」
と
＃
苗
拍
「
t
一
」
と
モ

き
え
と
囲
に
入
れ
、
ち
£
と
宝
行
で
昔
曇
亡
上

一
墓
．
浩
宙
に
判
断
し
．
商
暮
皇
．
冨
す
看
」
と

拙
大
亭
だ
と
思
い
ま
す
．
　
　
　
　
∴
一
・

．
．
．
．
．
．
．
．
」
．
．
．
．
．
．
」
．
．
」
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
－
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
」
一
一
．
．
．
」
．
」
．
」
．
．
．
」
．
．
」
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
」
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
．

毒
え
た
一
」
と
も
店
曲
o
た
大
吉
姦
由
o
ま
し

村
岡
昔
ん
加
、
目
田
前
－
」
た
』
　
「
宇
謂
甫
里
」
に
モ

珀
i
た
借
纈
に
「
冶
静
に
　
晒
蒔
の
亜
輯
別
宙
皇
＾
す

判
踊
し
，
苗
盲
葭
い
て
行
胡
，
モ
一
コ
い
．
呵
た
硅
畦
毛

藺
す
岳
一
」
と
胡
夫
事
だ
」
さ
れ
亡
里
露
里
蜻
ら

と
彗
童
圭
で
に
肇
で
一
」
モ
、
1
］
尭
に
皇
囲

告
た
晒
暗
、
　
「
自
分
た
ち
瑛
に
曲
o
蛆
ま
れ
t
田
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
［

の
土
地
唱
自
分
t
ち
で
守
」
よ
一
コ
．
村
岡
言
ん
晒
作

ろ
‘
」
と
軸
心
に
鼓
乱
て
ー
輩
音
‘
曲
叶
に
，
一
」
肥

く
た
吉
「
た
曲
籔
田
方
苗
よ
う
な
拮
亜
加
い
是
な

田
由
瞠
で
す
祖
．
　
　
　
　
地
胡
に
広
胡
．
「
て
い
く
と

　
目
南
抽
里
で
硅
、
囲
和
い
い
で
す
拍
．

十
七
年
、
猛
頸
疽
肯
凪
田
　
＾
靭
ノ
ロ
小
罰
諦
・
冒
本

亡
苗
，
厚
用
川
刮
訣
輻
」
囲
子
〕


